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 【経】高頻度打上げに資するロケット部品・コンポーネント等の開発
 【総】衛星光通信の実装を見据えた衛星バス及び光通信端末の開発及び製造に関するフィージビリティスタディ
 【文】月面インフラ構築に資する要素技術

宇宙戦略基金事業（令和６年度補正予算分） 公募予定（1/2）
政府による実施方針の策定（令和７年３月２６日）を受けて、今後、各技術開発テーマ（全２４テーマ：別添参照）につい

て、順次公募を行っていきますが、数多くの方々に優れた提案をご検討いただきたく、その予見可能性を高める観点から、予
め、全ての技術開発テーマについて公募開始時期の目安を示します。
（公募開始時期の現時点での目安であり、準備状況等によって変更する可能性がありますこと、ご了承ください。）

○５月前半を目途（令和７年３月２７日に公募予告済み）

○６月中旬
 【経】高頻度打上げに資するロケット製造プロセスの刷新
 【文】地球環境衛星データ利用の加速に向けた先端技術
 【文】高頻度物資回収システム技術

○６月下旬
 【総】衛星光通信を活用したデータ中継サービスの実現に向けた開発・実証
 【文】空間自在利用の実現に向けた技術
 【文】船外利用効率化技術

○７月中旬
 【総】国際競争力ある通信ペイロードに関する技術の開発・実証
 【総】衛星光通信の導入・活用拡大に向けた端末間相互接続技術等の開発
 【経】衛星データ利用システム実装加速化
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宇宙戦略基金事業（令和６年度補正予算分） 公募予定（2/2）

それぞれ公募開始の約1ヶ月前を目安に、改めて宇宙戦略基金ウェブサイトに公募予告を掲載予定です。

 【経】射場における高頻度打上げに資する汎用設備のあり方についてのフィージビリティスタディ
 【文】月極域における高精度着陸技術
 【文】軌道上データセンター構築技術

○７月下旬

○８月上旬
 【文】有人宇宙輸送システムにおける安全確保の基盤技術
 【文】次世代地球観測衛星に向けた観測機能高度化技術
 【経】革新的衛星ミッション技術実証支援
 【文】空間自在移動の実現に向けた技術
 【文】宇宙転用・新産業シーズ創出拠点

○８月下旬
 【文】スマート射場の実現に向けた基盤システム技術
 【総】衛星通信と地上ネットワークの統合運用の実現に向けた周波数共用技術等の開発・実証
 【経】宇宙機の環境試験の課題解決

○９月中旬
 【文】SX中核領域発展研究
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応募手続き

 公募要領等の詳細は、公募開始日に  宇宙戦略基金ウェブサイトに掲載します。

 公募開始から提案期日までの期間は、1.5～2ヶ月間程度を想定しています。

 本事業への応募にあたっては、研究代表者および研究分担者が所属する研究機関が「府省
共通研究開発管理システム（e-Rad）」に登録されていることが必要となります。登録手
続きに日数を要する場合がありますので、予め余裕をもって登録手続きをしてください。

e-Radポータルサイト

 公募予告に関するご質問は、 「宇宙戦略基金事業に関するお問合せ」にご連絡ください。

 公募開始前における各技術開発テーマの内容については、各テーマの担当省にお問い合わ
せください。

https://fund.jaxa.jp/
https://www.e-rad.go.jp/
https://fund.jaxa.jp/contact/


別添

内閣府資料「宇宙戦略基金第二期について（全体概要）」 https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1_2.pdf
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